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１-１）森林環境教育・木育の推進 

みえ森づくりサポートセンターが主体となり、学校や地域での森林環境教

育・木育の取組が幅広く推進されるよう、指導者の技術力向上のための支援

や体制づくりを行いました。 

① 体系的な指導者の育成 

指導者の技術や経験等に応じて順序立てた複数の講座・研修を実施して、

ステップアップ式に森林環境教育・木育の技術力の向上を図り、学校等の

幅広い要求に対応可能な一定レベル以上の指導者の育成を行いました。 

平成 30 年度はこれまで、森林環境教育指導者養成講座（知識編）（技術編）

（見学編）を各１回、（実践編）を「森の学校」として―回、森のせんせい

スキルアップ講座「インタープリター能力向上研修」「野外活動安全研修」

を各１回実施しました。 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

指導者養成講座（知識編）  

多面的機能の講話の後、フィールドの

散策とディスカッションを行い、指導

者としての基礎知識向上を図る。  

指導者養成講座（技術編）  

インタープリテーションにつ いて の講

話の後、受講者が実践を行い、指導者と

しての基礎技術向上を図る。  

指導者養成講座（見学編）  

松阪地区の素材生産や森林保全、木

材生産の現場を見学し、森林・林業

の現状を知る。  

森のせんせいスキルアップ講座  

森のせんせいや森林環境教育に携わ

っている方を対象に、指導者として

スキルアップを図る。  
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③ みえの森フォトコンテストの開催 

写真撮影を通して森林や木に親しみ、その大切さを知ってもらうことを目

的に、「三重の森林」をテーマとした写真コンテスト及び写真教室を開催し

ました。 

写真教室には 16 名が参加し、みえの森フォトコンテストには 100 点の応

募がありました。今年は特に高校生からの応募が多数ありました。 

みえの森フォトコンテストの最優秀賞と優秀賞の受賞者は、「みえ子ども

森の学びサミット」において表彰しました。 

 

 

       

 

こども森の写真教室  

普段使っているカ メラでの上手な撮

影方法を学んだ後、実際に写真撮影を

行う。  

第 5 回みえの森フォトコンテスト  

表彰式  

最優秀賞と優秀賞の受賞者は、「みえ

子ども森の学びサミット」において表

彰した。  

の トコ ト  

小 下  最 作  

ニ ョ  

第 5 回みえの森フォトコンテスト  

中学生以上の部 最優秀賞作品  

「大工」  

※フォトコンテスト最優秀賞作品を、

クリアファイルのデザインに採用し、

多くの県民の方に ご覧 いただく予定

です。  

第 5 回みえの森フォトコンテスト  

小学生以下の部 最優秀賞作品  

「ニョロニョロ」  
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④ 出前授業のコーディネート 

市町交付金事業の対象とならない学校等での取組を支援するため、森林環

境教育・木育の指導者紹介やプログラム作成等を行い、出前授業を 8 回実

施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

  

カホン作りの様子  みえ子ども森の学びサミットで発表  

県立久居農林高等学校  

「竹林の整備と活用 ～スタードーム作り～」  

【ねらい】  
 ・里山における竹林の現状や、竹材を利用する効果を知る。  
 ・スタードームの制作を通じて、竹の特徴を知り、ものづくりの面白さを体感

する。  
【内容】  

校内の竹林整備とスタードーム制作  

伊勢市立神社（かみやしろ）小学校  

「木のあたたかみを感じよう ～カホン作り～」  

【ねらい】  
 ・木の特性を知り、親しみ、木の良さを感じる。  
 ・カホン制作を通して、木のあたたかさや良さを感じる。  
【内容】  

カホン作り  

完成したスタードームとともに  みえ子ども森の学びサミットで発表  
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⑤ みえの木育ネットワークの設立 

市町等の行政機関や木育関係民間団体等が連携する場として、（一社）三

重県森林協会を事務局とする「みえの木育ネットワーク」を設立し、身近

な樹木の活用や三重の木を使った木製品を保育などへ取り入れることによ

り「木育」の取組を加速化させます。 

設立に際し、平成 30 年 6 月 8 日（金）にキックオフシンポジウムを開催

しました。岐阜県立森林文化アカデミーの松井勅
とき

尚
なり

教授の基調講演ののち、

参加者が木製品を作りながら語り合う「木育カフェ」を実施しました。 

 

⑥ 三重総合博物館連携した「ミエトイ・キャラバン in MieMu」の開催 

平成 30 年 7 月 9 日から 9 月 2 日にかけて三重県総合博物館で開催された

第 20 回企画展「おもちゃ大好き！～郷土玩具とおもちゃの歴史～」に合わ

せ、木育を体験するイベントを開催しました。 

会場には、三重の遊具を体験できるコーナーを設置し、合わせて森のせん

せいや「みえの木育ネットワーク」会員による 26 回のワークショップを開

催しました。期間中 3 万 2,000 人の来場者があり、のべ 1,300 人の方がワ

ークショップに参加されました。 

 

  

 

 

 

⑦ 三重の木のおもちゃを体験できる「ミエトイ・キャラバン」の実施 

木育の取組を広く展開するため、県内で製作されている木製玩具を「ミエ

トイ」と位置付けています。それらを体験できる場として、県内のイベン

トなどに「ミエトイ・キャラバン」として 12 回出展しました。また、三重

の木のボールプール「もりぼーる」など木製遊具の貸出を行いました。 

間伐材を使ったクラフト体験  カホン作りと演奏  
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三重中学校  ヘルメット  

（大人用）20 個  

愛知県瀬戸市  

東京大学附属  

演習林  

7/23～7/27 

三重県  

担い手支援課  

もりぼーる  

（四角枠）1 式  

三重県総合文化

センター  

7/27～7/30 

三重県  

森林・林業経営課  

ガード付  

ヘルメット  10 個  

チャップス  10 着  

テント   1 張  

三重県林業研究

所ほか  

8/3～8/6 

（ テ ン ト は

8/4 まで）  

林業女子会@みえ  

 

のこぎり  3 本  

丸太切り台  

（大）  1 組  

テント   1 張  

津市美杉町  

美杉木材市場  

8/3～8/6 

（ テ ン ト は

8/4 から）  

津市農林水産部  

林業振興室  

みえの森林とわた

したちの暮らしパ

ネル    4 枚  

みえ森と緑の県民

税パネル  2 枚  

津市美杉町  

美杉の家建設  

木材加工施設  

8/3～8/6 

伊賀市産業振興部  

農林振興課  

ヘルメット  

（大人用）15 個  

伊賀市柘植町、

北山地内  

8/3～8/8 

伊賀農林事務所  

森林・林業室  

ガード付  

ヘルメット 10 個  

チャップス 10 着  

 

伊賀市奥馬野地

内  

8/8～8/10 

榊原未来会議  もりぼーる  

（四角枠）1 式  

クッブ   1 式  

津市榊原町  

さかきばら森の

こうえん  

8/10～8/13 

三重県  

森林・林業経営課  

ヘルメット  

（大人用）11 個  

コンパス   2 台  

コンパス脚   2 脚  

測量ポール 4 本  

測量ロープ 2 本  

テント   1 張  

三重県林業研究

所ほか  

8/14～8/20 

伊賀市産業振興部  

農林振興課  

グルーガン 5 個  

タッカー  5 個  

子どもﾌｫﾚｽﾀｰなり

きりセット 1 式  

もりぼーる  

（四角枠）1 式  

ジョイントマット  

伊賀市市街地  8/17～8/20 
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36 枚  

山造り研究所  プロジェクター  

1 台  

スクリーン 1 張  

四日市市  8/20～8/24 

三重県  

森林・林業経営課  

ガード付  

ヘルメット  10 個  

チャップス  10 着  

テント   1 張  

三重県林業研究

所ほか  

8/24～8/27 

三重県  

森林・林業経営課  

丸太切り台  

（大） 3 組  

三重県林業研究

所  

8/24～8/27 

三重県  

森林・林業経営課  

ヘルメット  

（大人用）11 個  

津市内の山林  8/31～9/3 

雨天中止  

大 台町  宮 川総 合 支

所 産業室  

ヘルメット  

（大人用） 20 個  

（子ども用）19 個  

大台町薗地内  

（企業の森）  

10/5 

～10/16 

四日市農林事務所  テント   1 式  鈴鹿フラワーパ

ーク  

 

10/19 

～10/22 

津農林水産事務所  

森林・林業室  

ヘルメット  

（大人用）20 個  

津市美杉町多気

地内  

10/26 

～10/29 

雨天中止  

三重県クッブ協会  のこぎり  

10 丁  

三重大学附属小

学校  

11/1 

～11/6 

三重県  

森林・林業経営課  

もりぼーる  

（四角枠）1 式  

イオンモール  

鈴鹿  

11/16 

～11/19 

紀北町農林水産課  子どもﾌｫﾚｽﾀｰなり

きりセット 1 式  

紀北町引本  

魚市場内  

11/20 

～11/26 

伊賀農林事務所  

森林・林業室  

もりぼーる  

（四角枠）1 式  

すべり台  1 基  

ジョイントマット  

36 枚  

伊賀市丸柱地内  11/22 

～11/26 

伊賀農林事務所  

森林・林業室  

ヘルメット  

（大人用） 10 個  

伊賀市奥馬野地

内  

11/22 

～11/26 

津市白山総合支所  

地域振興課  

もりぼーる  

（八角枠）1 式  

リバーパーク  

真見  

11/22 

～11/27 

伊勢農林水産事務所  ヘルメット  

（大人用） 20 個  

（子ども用）20 個  

大紀町崎地内  

（企業の森）  

11/30 

～12/2 

三重県  

森林・林業経営課  

ガード付  

ヘルメット  10 個  

伊賀市奥馬野地

内  

12/3～12/6 
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三ﾂ口山の里山を守る

会  

イーゼル   10 脚  四日市市文化会

館  

12/12 

～12/17 

伊賀農林事務所  

森林・林業室  

もりぼーる  

（四角枠）1 式  

すべり台  1 基  

森のはたらき  

パネル  4 枚  

イーゼル  4 脚  

ジョイントマット  

36 枚  

 

 

伊賀市四十九町  

伊賀市新庁舎  

12/21 

～12/25 

中勢森林組合  丸太切り台  

（大）2 組  

（小）1 組  

三重県林業研究

所内  

12/21 

～12/25 

森の研究所  

  

図書  

森林教室  1 冊  

森と木の質問箱  

1 冊  

伊賀市内  12/14 

～12/28 

熊野農林事務所  

森林・林業室  

ガード付  

ヘルメット  10 個  

大峯県行造林  12/19 

～12/28 
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２）森林環境教育・木育の教材の提供 

全ての小学校での活用が可能な教材として、小学５年生の社会科教科書に対

応した森林環境教育・木育の副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」を配

布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）みえ子ども森の学びサミットの開催 

森林環境教育や木育の輪を広げていくため、森林や木のことを楽しみながら

学んでいただくイベント「みえ子ども森の学びサミット」を、みえこどもの城

（指定管理者：三重こどもわかもの育成財団）にて開催しました。 

   

 

 

  

けん玉教室  

発表校児童・生徒を対象とした、伝統

工芸品「伊勢玩具」のけん玉体験  

森の学び取組発表会  

小学校での森林環境教育の取り組み

を発表  

森の学校  木製ジャングルジム「くむんだー」  

県立伊勢工業高校生徒の作品  

森林環境教育副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」  

「森のはたらき」や「森林資源の循環利用」について、分かりやすく伝

えている。子どもたちに、森林を身近なものとして捉え、自分たちの暮

らしと森林との関わりについて理解を深めてもらうため、森林に関する

県内各地域の事例を多数紹介している。  
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松村  直人  三重大学大学院生物資源学研究科  教授  学識経験者 

矢田  真佐美  三重県地域婦人団体連絡協議会  理事  消費者 

吉田  正木  吉田本家山林部 代表  林業 

五十音順・敬称略  平成 30 年 9 月末現在  

 

１-２）評価委員会概要 

【平成３０年度第１回みえ森と緑の県民税評価委員会】 

１ 日時 平成３０年４月１３日（金） １４時３０分から１６時３０分 

２ 場所 三重県勤労者福祉会館 ６階 講堂 

３ 出席委員 ９名（欠席１名） 

４ 議題 

 （１）みえ森と緑の県民税条例に基づく施行状況の検討について 

５ 会議の公開・非公開  公開 

６ 傍聴者 ４名 

【平成３０年度第２回みえ森と緑の県民税評価委員会】 

１ 日時 平成３０年７月２４日（火） １４時００分から１７時００分 

２ 場所 三重県農協会館 ５階 大会議室 

３ 出席委員 ８名（欠席２名） 

４ 議題 

 （１）平成２９年度みえ森と緑の県民税基金事業の実績について 

 （２）みえ森と緑の県民税条例に基づく施行状況の検討について 

５ 会議の公開・非公開  公開 

６ 傍聴者 ７名 

【平成３０年度第３回みえ森と緑の県民税評価委員会】 

１ 日時 平成３０年８月２４日（金）１４時００分から１６時３０分 

２ 場所 三重県農協会館 ５階 大会議室 

３ 出席委員 ９名（欠席１名） 

４ 議題 

 （１）平成２９年度みえ森と緑の県民税基金事業の評価について 

 （２）みえ森と緑の県民税条例に基づく施行状況の検討について 

 （３）平成３０年度みえ森と緑の県民税基金事業の計画について 

５ 会議の公開・非公開  公開 

６ 傍聴者 ５名 

 

１-３）みえ森と緑の県民税施行状況検討にかかる県民等の意見聴取 

みえ森と緑の県民税の施行状況の検討にあたり、みえ森と緑の県民税評

価委員会において取りまとめられた制度中間案について、県民及び市町に

対して意見募集を行いました。  

意見募集結果は、平成３０年度第２回評価委員会で報告しました。  

【一般県民】 







5-5 
 

 

 

⑨その他 の主な内容 

〔森林に親しむ場所をつくることに関するご意見〕 

 ・紅葉の森、昆虫の森など、森林にかかわりたいと思えるような森林づく

りを行う。 

 ・周りの森林がよくわかり、楽しんで歩けるハイキングコースをつくる。 

〔林業についての理解を深めることに関するご意見〕 

 ・wood job（林業についての映画）が良かった。 

 ・林業に関する観光施設や宿泊施設、道の駅など、集客が見込める拠点を

つくる。 

〔木材利用についての理解を深めることに関するご意見〕 

 ・三重県産材を使った建築を奨励する。 

 ・間伐材を使った製品を学校生活や給食などに取り入れる。 

〔情報提供に関するご意見〕 

 ・とにかくプロモーション活動をする。 

 ・三重県の森林保全の取組や状況を広報する。 

 

３）みえ森と緑の県民税市町交付金事業の事業構築の支援 

主に都市部におけるみえ森と緑の県民税市町交付金事業の事業構築を支援

するため、四日市農林事務所管内の市町を対象に勉強会等を開催しました。 

【森林環境譲与税(仮称)とみえ森と緑の県民税に係る四日市農林事務所の取組】 

平成３１年４月から森林経営管理法が施行され、その財源として森林環境

譲与税（仮称）が導入されるとともに、みえ森と緑の県民税が第２期目を

迎えるにあたり、市町が各税制度の内容を理解し、各財源を活用して有効

に事業が展開できるよう、勉強会及び意見交換会を５回開催しました。 

①幼児期から森林などに親しむ野外体験  
②小中学校における森林のはたらきなどを学ぶ森林環境教育  
③県や市町が主催する森林公園や里山等における自然観察会  
④乳幼児期から三重県産木材に親しむための玩具などの配布  
⑤小中学校における三重県産木材を使った木工体験  
⑥森林公園など、森林に親しめる場所や使いやすくするための取組  
（歩道やベンチの整備など）  
⑦幼稚園や保育園、小中学校、図書館、公民館など、身近な公共施設などにおける  
 三重県産木材の利用（内装木質化、木の家具や遊具の設置など）  
⑧森林・林業に関する講演会  
⑨その他  
⑩いずれも有効だと思わない  


